
研究（その３）

クリティカル(批判的)に考える態度が育つ数学科学習の展開

（実践者）山本 泰久

１ 研究テーマ設定の理由

数学では，様々な事象を数理的に捉えて課題を見いだし，解決していく。その際，情報を鵜呑

みにせずに多面的，客観的に捉えて本質に目を向けたり，自分の思考を意識的に吟味したりする

など，自他の考えに偏りや誤りがないかを振り返って考えようとする態度，つまりクリティカル

（批判的）に考える態度が大切である。クリティカルに考えることは，協同の学び合いに必要な

コミュニケーション能力であり，実社会の幅広い場面で働く汎用的スキルでもある。持続可能な

社会を形成し，支え続けていくためには不可欠な態度である。

本研究では，疑問や先入観を活かした学習過程の設定と思考過程を振り返らせる場の充実をキ

ーワードに授業を構成することで，クリティカルに考える態度を発揮させることができ，その経

験の積み重ねが「解決の過程や結果を振り返って修正・改善する力」の育成につながると考え，

本研究テーマを設定した。

２ 研究の内容及び方法

(1) 生徒の実態把握

(2) 論理的に思考し表現する力を高めるための工夫

クリティカルに考える態度を育てるために，次のような指導の工夫を設定した。

ア 疑問や先入観を活かした学習過程の工夫

イ 根拠が明確かどうかを振り返る活動の工夫

(3) 検証授業

第２学年「一次関数」において授業実践を行い，生徒の変容から成果と課題を検証した。

３ 研究の実際

(1) 生徒の実態把握

ア クリティカルに考える態度に関するアンケート調査

クリティカルに考えることを意識できているかどうかを把握するために，第２学年 40 名を対

象にアンケート調査を行った。質問は次の４項目とした。

①数学の問題を解いた後，自分の考えには「思い込み」「偏り」「誤り」があるかもしれない

と，振り返って考えているか。

②数学の問題を解いた後，自分の説明が筋道立った（整理された）ものかどうか，振り返って

考えているか。

③友だちの考えを聞いた後，「○○が成り立つ根拠が不明確だ」「納得できた理由は○○だか

らだ」というように吟味することができているか。

④友だちから説明してもらった考えを鵜呑みにせず，自分で正しいかどうかを考え直すことが

できているか。

資料１は９月に実施した結果である。この結果から，どの項目も８割程度の生徒が肯定的な回

答をしており，普段の授業からクリティカルに考えることができている生徒が多いことが分かっ

た。しかし，質問③については，３割弱の生徒が否定的な回答をしており，他の項目に比べてそ



の割合が多くなっている。これらの結果から対象生徒は自分の考えた過程についてはクリティカ

ルに振り返ろうとする意識が高いが，他者の考えをクリティカルに振り返って吟味する意識は十

分でないことが分かった。

資料１ クリティカルに考える態度に関するアンケート調査（９月実施）

イ 単元「連立方程式」におけるパフォーマンス課題

単元「連立方程式」において，現実世界の問題を数学的に捉え，多様な見方や考え方で解決の

構想を立てて実践するパフォーマンス課題として，次のような課題に取り組んだ。

10 人グループでうどんを食べに行きました。グループの要望は次の通りです。

どのように注文すればよいでしょうか。どのように考えたか説明しなさい。

この実践では，次のような予備的ルーブリックを設定し，ワークシートを分析し評価した。

評価 記 述 語

Ａ

問題に含まれる条件を整理して解決への見通しをもち，連立方程式をつくり，それを解い

て解を求めることができている。更に，解決の過程を見直したり，問題の条件を確認したり

して，求めた解が適切かどうかを，根拠を明確にして説明することができている。

Ｂ

問題に含まれる条件を整理して解決への見通しをもち，連立方程式をつくり，それを解い

て解を求めることができている。または，表などを用いて帰納的に考え，答えを求めること

ができている。

Ｃ 解決の見通しをもつことができず，構想を立てることができていない。

評価の結果，Ａが９名，Ｂが 29 名（内，連立方程式以外の方法で解決したものは 13 名），Ｃ

が２名であった。

解決への見通しをもつことができず，構想を立てることができていない生徒２名のワークシー

トからは，問題に含まれる条件が整理できていなかったり，数量関係を捉えることができていな

かったりしていることが分かった。

これらの結果を踏まえ，本研究では，次の単元「一次関数」の学習においても，現実世界の問

題を数学的に捉え，様々な情報を整理，取捨選択しながら，多様な見方や考え方で解決の構想を

立てて実践するパフォーマンス課題を設定し，生徒の変容を検証した。
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【グループの要望】

○全員が「かけうどん」か「釜玉うどん」のいずれか１つを食べる。

○全員がてんぷらを１つ食べる。

○予算は 3500 円以内。（ただし、お金はできるだけ余らせない！）



(2) 論理的に思考し表現する力を高めるための工夫

ア 疑問や先入観を活かした学習過程の工夫

クリティカルな思考に限らず，数学的な見方や考え方とは，「この考えを活用してみなさい」

と指導して解決させるだけでは，「なぜそのような考えが必要なのか？」を生徒自身に気付かせ

ることができず，そのよさを自覚させることはできないものである。そこで，生徒が主体的に課

題解決に取り組む授業を展開することが必要である。

問題解決的な学習においては，まず提示された問題から「おや？」「なぜ？」という疑問が生

じ，その疑問を解決しようとする過程で「どういう意味だろう？」「どうすればいいのだろう？」

という課題（問い）が生まれる。この課題が「考えてみよう」「やってみよう」という主体的な

活動の原動力になると考える。したがって，生徒自身が課題を見いだせるように学習問題や発問

を工夫することが大切である。

本研究では，単元「一次関数」において，「スマートフォン購入希望者に納得してもらえるオ

ススメのプランを提案しよう」というパフォーマンス課題を設定した。生徒の中にはスマートフ

ォンを所有している者もおり，身近な題材であるが，昨今のスマートフォンの料金プランは複雑

化しており，提示された数値だけでは，個々の生活スタイルに合っているかどうかは判断し難い

ものである。このように，日常生活の中に潜む疑問を数学化した教材や，生徒が直感的に抱く先

入観を活かした教材を基にしたパフォーマンス課題を開発し実践することで，生徒は自身が見い

だした課題を解決するために，知識やスキルを応用・総合して活用しながら追究することができ

ると考える。

イ 根拠が明確かどうかを振り返る活動の工夫

クリティカルな思考を育むためには，課題を解決した後，課題を解決する上で必要な根拠とな

る事柄が何か，どのような数学的な見方や考え方を活用したのかを振り返ることが必要である。

その際，全ての生徒にクリティカルに考える機会を与えるとともに，このような活動を繰り返し

行うことが大切である。更に，前述の⑴実態調査で示した通り，対象生徒は自分の考えた過程に

ついてはクリティカルに振り返ろうとする意識が高いが，他者の考えをクリティカルに振り返っ

て吟味する意識は十分でないことが課題である。

そこで，本研究では「きょうどう」の精神を発揮して学び合う場として，自他の考えの根拠が

明確かどうかを全員が振り返り吟味し合う場を設定し，クリティカルに考える態度の意識付けを

図った。

(3) 検証授業

ア 単元目標

具体的な事象を調べることを通して，一次関数についての理解を深めるとともに，関数関係を

見いだし表現し考察する能力を養う。

〔本質的な問い〕

事象から取り出した２つの数量の関係を一次関数とみなし，未知の数量を予測するにはどうす

ればよいか。

〔永続的な理解〕

事象の中には，一次関数とみなすことで，変化や対応の様子について調べたり，予測したりで

きるものがある。２つの数量の関係を，一次関数を用いて捉え，目的に応じて表，式，グラフに

表現したり処理したりすることが大切である。



イ 評価目標と評価方法

評 価 目 標 評 価 方 法

①様々な事象を一次関数として捉えたり，表，

式，グラフなどで表したりすることに関心を

もち，意欲的に問題解決に活用しようとする。

（数学への関心・意欲・態度）

◎パフォーマンス課題

あなたはモバイル事業会社のスマートフォン

販売部で働いています。お客様のニーズに合わせ

て，最適なプランを提案するのが仕事です。ただ，

最近は「料金プランの内容が複雑なため選ぶのが

大変だ」という相談を受けることが多くなりまし

た。お客様に分かりやすく情報を提供し，納得し

てもらえるプランを提案し，説明しましょう。

（①②③④）

○観察・ノート・ワークシート（①②③④）

○ペーパーテスト（②③④）

②一次関数の基礎的・基本的な知識及び技能を

活用しながら，事象を論理的に考察し表現し

たり，その過程を振り返って考えを深めたり

している。 （数学的な見方や考え方）

③一次関数の関係を表，式，グラフを用いて的確

に表現することができる。

（数学的な技能）

④一次関数について，表，式，グラフを相互に関

連付けて理解することができる。

（数量や図形などについての知識・理解）

ウ 指導計画（全 19 時間）

学習内容 ◇評価規準（観点） 時数

１

一
次
関
数
と
グ
ラ
フ

１ 一次関数 ◇一次関数の特徴に関心をもち，表，式，グラフを用いて考えようとす

る。（関心・意欲・態度）

◇一次関数の特徴を，表，式，グラフを相互に関連付けるなどして見い

だすことができる（見方や考え方）

◇一次関数の関係を表，式，グラフで表すことができる。（技能）

◇一次関数の意味，変化の割合やグラフの傾きの意味を理解している。

（知識・理解）

２

２ 一次関数の値の

変化 ２

３ 一次関数のグラ

フ ３

４ 一次関数の式を

求めること ３

２

一
次
関
数
と
方
程
式

１ 方程式とグラフ ◇二元一次方程式と一次関数の関係に関心をもち，二元一次方程式の解

と一次関数のグラフの関係について考えようとする。（関心・意欲・

態度）

◇二元一次方程式を，関数関係を表す式とみることで，二元一次方程式

の解と一次関数のグラフの関係を見いだすことができる。（見方や考

え方）

◇座標平面上の２直線の交点の座標を，連立方程式を解いて求めたり，

連立方程式の解を２直線の交点の座標から求めたりすることができ

る。（技能）

◇連立方程式の解は座標平面上の２直線の交点の座標であることを理解

している。（知識・理解）

２

２ 連立方程式とグ

ラフ

１

３

一
次
関
数
の
利
用

１ 一次関数の利用 ◇一次関数を用いて具体的な事象を捉え説明することに関心をもち，問

題の解決に活かそうとする。（関心・意欲・態度）

◇具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を一次関数とみな

し，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることができる。

（見方や考え方）

◇一次関数の関係を表，式，グラフを用いて表現したり，処理したりす

ることができる。（技能）

◇具体的な事象の中には，一次関数をみなすことで変化や対応の様子に

ついて調べたり，予測したりできるものがあることを理解している。

（知識・理解）

３

２ パフォーマンス

課題 ２
本時

その１・２

４ 単元別テスト １

エ 本時の指導（17・18／19 時間）

(ｱ) 主 題

スマートフォン購入希望者に納得してもらえるオススメのプランを提案しよう。



(ｲ) ねらい

○一次関数を用いて具体的な事象を捉え，説明することに関心をもち，問題解決に活かそうとす

る。（数学への関心・意欲・態度）

○２つの数量の関係を一次関数とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることが

できる。（数学的な見方や考え方）

(ｳ) 予備的ルーブリック

評価 記 述 語

Ａ

通話時間と通話料の関係，データ量と通信料の関係を表，式，グラフなどを利用して

整理し，それらを根拠としてオススメのプランについて説明している。更にグラフの交

点に着目し，「グラフを見ると分かるように通話時間が 20 分未満ならＢプランの方が

得ですが，20 分を超えることが多いのならＡプランにするといいです」など，個々の生

活スタイルに合わせて，具体的な提案ができている。

Ｂ
通話時間と通話料の関係，データ量と通信料の関係を表，式，グラフなどを利用して

整理し，それらを根拠としてオススメのプランについて説明している。

Ｃ
通話時間と通話料の関係，データ量と通信料の関係を表，式，グラフなどを利用して

整理することができていない。

(ｴ) 授業の実際

Ｔ：教師の働きかけ Ｓ：生徒の反応 ○指導の工夫 ◇評価

（第１次）

Ｔ：今日はみなさんにスマホ販売部の社員になってもらいます。

Ｔ：自分ならどのプランを選びますか？

Ｓ：僕はアニメの動画を見たいからＢプランかな。

Ｓ：私は通話もインターネットもしたいからＡプランを選びます。

Ｔ：今回のお客様はこの３名です。

○生徒に課題意識をも

たせるために，自分の

使用状況を把握させ，

自分だったらどのプ

ランを選択するか考

えさせた。

Ｔ：では，各自で情報を整理し，オススメのプランを提案してくだ

さい。具体的な根拠もつけて説明しましょう。

学習課題： 整理した情報を根拠とし，オススメのプランを提案しよう。

あなたはモバイル事業会社

のスマートフォン（スマホ）

販売部で働いています。お客

様のニーズに合わせて，最適

なプランを提案するのが仕事

です。ただ，最近は「料金プ

ランの内容が複雑なため選ぶ

のが大変だ」という相談を受

けることが多くなりました。

お客様に分かりやすく情報

を提供し，納得してもらえる

プランを提案しましょう。

【１か月のスマホ使用状況】

賢人さん 美玲さん 鋼太郎さん

職 業 社会人 高校生 隠 居

通話時間 30～50 分 10～30 分 ５～10 分

データ量 7.1ＧＢ 5.2ＧＢ 10～12ＭＢ



Ｓ：できるだけお客様が得するプランを提案しよう。

Ｓ：通話をほとんどしない人でも，データ量を多く使うのならＢプ

ランの方が得だよ。

Ｓ：Ｃプランがお得になるのはデータ量が何ＭＢまでかな？

Ｓ：グラフに整理してみましょう。

○根拠を明確にした説

明ができるようにす

るために，小集団で

考えを練り合う場を

設定した。【協同】

◇一次関数を用いて具

体的な事象を捉え，

説明することに関心

をもち，問題解決に

活かそうとしたか。

（観察，ワークシー

ト）

Ｔ：グラフは本当に直線で結んでいいのかな？

Ｓ：変化の割合が一定だから直線になります。

Ｔ：実は通話１分間につき 40 円だから，１分間話しても１分 30 秒

話しても 40 円です。でも，直線と考えた方が考えやすいね。

グラフが直線になるということは，とはどんな関係かな？

Ｓ：はの一次関数だと言えます。

Ｔ：一次関数だと考えれば，式で表すこともできますね。

（第２次）

Ｔ：自分の提案を，班の人にプレゼンテーションしよう。



（賢人さんの場合の例）

Ｓ：グラフから通話時間が 20 分までならＢ，Ｃプランがお得だけ

ど，毎月 30～50 分ということは損をする。更にデータ使用量

も 7.1ＧＢなので，Ｂプランでは足りない。以上のことからＡ

プランをオススメします。

（美玲さんの場合の例）

Ｓ： Ａプランの月額合計は 8500 円である。Ｂプランの場合，式

690040   に 10 を代入すると 7300 ， 30 を代入す

ると 8100 となり，8500 円よりも安くなる。データ量も 5.2

ＧＢとたくさん使っているのでＢプランの方がよい。

（鋼太郎さんの場合の例）

Ｓ：通話時間は少なく，データ量も 12ＭＢと少ない。グラフを見る

と，12ＭＢまでならＣプランの方がお得。でも 13ＭＢ以上使う

のであれば，Ｂプランに乗り換えた方がお得です。

◇２つの数量の関係を

一次関数とみなし，

変化や対応の様子を

調べたり，予測した

りすることができ

る。（観察，ワーク

シート）

Ｔ：班の中でお互いの説明を次の観点で相互評価しましょう。 ○全員がクリティカルに

考えることを意識させ

るために，班員の説明

を互いに吟味し評価し

合う場を設定した。

【協同】

Ｔ：よりよい考えになうように，評価した理由を伝え合おう。

Ｓ：健太さんの説明は，美玲さんはＡプランがいいと説明したね。

でも，それはデータ使用料だけで判断しているから，理由とし

ては不十分じゃないかな。観点①はＡだけど，②③はＢだね。

Ｓ：花子さんの説明は，数学的な用語をうまく使い，筋道立った説

明ができていたね。観点③はＡだね。

Ｔ：今回の授業を通して，どんなことが分かりましたか？

Ｓ：プランを見ただけではよく分かりませんでしたが，グラフに表

すとそれぞれの人の条件に合ったプランがよく分かりました。

グラフ化することは，多くの事柄を整理できる道具だと分かり

ました。

Ｓ：式やグラフを使うことで根拠を明確にして説明できました。通

話時間やデータ使用量をどこまで抑えれば更に安くなるかも考

えられました。

(4) 考 察

ア ルーブリックによる評価からの考察

授業後，生徒が作成したワークシートを回収し，予備的ルーブリックに照らして評価した。そ

の結果，Ａが 26 名，Ｂが 12 名，Ｃが２名となり，成果が見られた。ほとんどの生徒がグラフや

式を根拠とし，オススメのプランについて説明することができていた。しかし，Ｃと評価した２

名は，グラフに表す段階でつまずきが見られ，資料を整理することができず，自力で説明すると

ころまで至らなかった。これらの生徒には，班での発表の際に，他の人がかいたグラフを見なが

ら，それぞれのプランの違いについて考え，自分なりの考えをまとめるよう助言した。

本研究で用いたルーブリックは実践者の経験を基に作成したものであり，評価指標としては十

分なものとは言えない。ルーブリックについては，今後も検討を重ね修正していく必要がある。

【相互評価の観点】（Ａ・Ｂ・Ｃの３段階評価）

①説明に必要な資料を，分かりやすく整理することができている。

②根拠を明確にした説得力のある説明ができている。

③筋道立った（整理された）説明ができており，分かりやすい。



イ 相互評価・自己評価からの考察

生徒同士による相互評価の結果をまとめると次のようになった。

観 点 Ａ Ｂ Ｃ

①説明に必要な資料を，分かりやすく整理することができている。 84% 11% 5%

②根拠を明確にした説得力のある説明ができている。 76% 16% 8%

③筋道立った（整理された）説明ができており，分かりやすい。 78% 14% 8%

どの項目も８割前後の生徒がＡという評価を得ており，成果が見られた。しかし，質問②につ

いては他の項目に比べてＢ，Ｃが多く課題が見られた。実際，式を活用して解決していた生徒の

中には，グラフを見ると明らかに誤った式であるにも関わらず，振り返って考えることができて

いない者も若干名いた。彼らにとっては，小集団で自他の考えを吟味し評価し合う活動はクリテ

ィカルな思考を促す一助になった。

また，授業後に行った自己評価の自由記述の欄には，次のような記述があった。

【生活の中の疑問や直感的な先入観を，数学を活用して解決することのよさを実感できた生徒】

○問題に現実味があり，面白かったです。将来，使えるようにしたいです。

○最初，プランを見ただけではよく分かりませんでしたが，グラフに表すとそれぞれの状況にあったプラン

がよく分かりました。

【クリティカルに考えることのよさを実感できた生徒】

○ただデータを読み取るだけでなく，「もしも」という疑問をもつことが大切だと感じました。更に考えを

深める力がついたように思います。

○僕は最初，言葉で説明するつもりだったのですが，Ｉさんに「それおかしくない？」と指摘され，間違い

に気づくことができました。

【根拠を明確にして筋道立てて説明することのよさを実感できた生徒】

○式やグラフを使うことで根拠を明確に説明することができました。通話時間やデータ使用量をどこまで抑

えれば更に安くなるかも考えられました。

○班で活動するとそれぞれ違った説明をしていました。それぞれの人のオススメのプランが分かりました。

僕はグラフと式を組み合わせましたが，筋道立てて説明できました。

【多様な見方や考え方にふれ，自己の思考を広げることができた生徒】

○いろいろな人のオススメポイントが聞けてよかったです。視点がみんなそれぞれ違うので，こんな考え方

もあるのかと自分の考えを深めることができました。

○他の人の意見を聞くと自分とは違った新しい考えがあって面白かったです。これからも一次関数など数学

で勉強したことを普段の生活に活かしたいです。

これらの記述から，本研究によりクリティカルに考えることのよさや根拠を明確にして筋道立

てて説明することのよさを実感できた生徒もいることが分かる。このような生徒の気付きを全体

で共有させ，普及させていくことが今後の課題である。

４ 成果(○)と課題(▲)

○日常生活の中に潜む疑問を数学化した教材や，生徒が直感的にもつ先入観を活かした教材を基

にパフォーマンス課題を設定したことは，生徒の課題追究への意欲化に有効であった。

○自他の考えの根拠が明確かどうかを，全員が振り返り吟味する場を設定したことは，クリティ

カルに考えることのよさや根拠を明確にして筋道立てて説明することのよさを実感させること

につながった。

▲自力解決できていない生徒に対して学力保障と学習意欲の持続化を図る手立てが必要である。

▲クリティカルに考えることのよさを全員が実感できるよう実践を継続する必要がある。

▲ルーブリックを更に見直し，より客観性のある評価指標へと修正していく必要がある。
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